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新
東
京
国
際
空
港
公
団
（
以
下
「
空
港
公
団
」
と
い
う
。
）
は
、
航
空
燃
料
輸
送
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
（
千
葉
・
成
田
間
の

い
わ
ゆ
る
「
本
格
」
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
）
を
設
置
す
る
に
当
た
り
、
消
防
法
に
よ
る
設
置
許
可
を
受
け
ず
、
ま
た
設
置

許
可
の
申
請
す
ら
せ
ず
に
、
埋
設
工
事
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
、
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
事
業
法
（
以
下
「
事
業
法
」

と
い
う
。
）
が
、
施
行
さ
れ
る
は
る
か
以
前
の
こ
と
で
あ
る
。
消
防
法
第
四
十
二
条
に
よ
れ
ば
、
か
か
る
違
法
行
為

（
犯
罪
）
に
対
し
て
は
、
六
月
以
下
の
懲
役
又
は
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。 

新
東
京
国
際
空
港
の
設
置
と
い
う
こ
と
は
、
空
港
公
団
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
新
東
京
国
際
空
港
の
計
画
」
に

よ
れ
ば
国
家
的
要
請
に
こ
た
え
る
べ
く
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
空
港
公
団
法
第
三
十
六
条
に
よ
れ
ば
、
空
港
公

団
は
運
輸
大
臣
の
直
接
の
監
督
下
に
置
か
れ
、
航
空
審
議
会
に
よ
る
新
東
京
国
際
空
港
に
関
す
る
建
議
に
よ
れ 

ば
、
い
わ
ば
国
家
的
な
大
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
一
切
の
活
動
に
当
た
つ
て
は
、
い
さ
さ 
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そ
こ
で
、
空
港
公
団
に
係
る
か
か
る
事
態
の
存
否
、
違
法
性
の
有
無
及
び
関
係
す
る
刑
事
責
任
に
つ
い
て
、
政

府
の
見
解
を
問
い
た
い
。 

一 

「
本
格
」
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
埋
設
（
以
下
「
本
件
」
と
い
う
。
）
を
消
防
法
に
て
ら
す
べ
く
、
ま
ず
消
防
法
に
つ
い

て
本
件
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
部
分
の
解
釈
を
明
ら
か
に
し
て
お
き
た
い
。 

か
も
違
法
行
為
な
ど
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。 

(2) 

「
本
格
」
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
千
葉
港
よ
り
成
田
空
港
ま
で
の
い
く
つ
か
の
地
方
自
治
体
を
経
由
し
て
設
置

さ
れ
る
が
、
各
自
治
体
の
管
轄
区
域
内
に
お
い
て
、
消
防
法
第
十
条
で
規
定
さ
れ
る
指
定
数
量
以
上
の
危
険 

(1) 

空
港
公
団
が
千
葉
港
よ
り
成
田
空
港
へ
輸
送
す
る
航
空
燃
料
（
ジ
ェ
ッ
ト
Ａ
1
及
び
ジ
ェ
ッ
ト
Ｂ
）
が
消
防

法
第
二
条
で
定
め
ら
れ
た
危
険
物
に
該
当
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
別
及
び
品
名
を
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。
航
空
燃
料
の
質
的
な
性
格
を
消
防
法
上
の
規
定
と
し
て
明
ら
か
に
し
た
い
の
で
あ
る
。
該
当
し
な

い
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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二 

空
港
公
団
は
、
事
業
法
が
施
行
さ
れ
る
以
前
に
本
件
の
工
事
に
着
手
し
た
。
か
か
る
事
実
は
、
成
田
パ
イ
プ

ラ
イ
ン
の
安
全
対
策
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
昨
年
九
月
二
十
八
日
付
け
で
受
領
）
で
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
政
府
に
お
い
て
も
十
分
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

(1) 

「
本
格
」
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
経
由
し
て
設
置
さ
れ
る
地
方
自
治
体
は
、
千
葉
市
、
四
街
道
町
、
佐
倉
市
、

酒
々
井
町
、
富
里
村
、
成
田
市
の
六
自
治
体
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
自
治
体
の
管
轄
区
域
に
お
い
て
、
本
件
の 

更
に
、
本
年
三
月
八
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
五
分
科
会
に
お
い
て
、
衆
議
院
議
員
土
井
た
か
子
氏
の
質

問
（
以
下
「
土
井
質
問
」
と
い
う
。
）
に
答
え
て
、
空
港
公
団
理
事
池
田
迪
弘
氏
は
本
件
の
工
事
は
、
八
つ
の
工
区

に
分
け
て
行
わ
れ
、
か
か
る
全
工
区
に
お
い
て
工
事
に
着
手
し
て
い
た
旨
を
述
べ
て
い
る
。 

物
が
埋
設
さ
れ
る
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
通
過
し
て
輸
送
さ
れ
、
又
は
、
貯
蔵
（
輸
送
の
停
止
時
）
さ
れ
る
よ
う
な

こ
と
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
か
か
る
輸
送
に
関
し
て
、
航
空
燃
料
の

量
的
な
関
係
に
つ
い
て
の
み
た
だ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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(3) 

「
本
格
」
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
し
て
事
業
法
が
施
行
さ
れ
た
日
（
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
）
現
在
で

の
掘
削
、
配
管
、
埋
め
戻
し
の
建
設
状
況
及
び
使
用
と
な
る
用
地
の
確
保
状
況
は
ど
う
か
。 

(2) 
政
府
は
、
い
か
な
る
事
実
又
は
事
態
を
も
つ
て
、
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
埋
設
工
事
に
着
手
し
た
と
す
る
の 

か
。 

工
事
に
着
手
さ
れ
た
日
時
（
年
月
日
）
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

飛
行
場
内
を
含
め
成
田
、
酒
々
井
、
富
里
、
四
街
道
、
佐
倉
、
千
葉
市
等
の
資
材
道
路
、
水
道
道
路
、
護

岸
敷
埋
め
立
て
地
の
各
工
区
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
お
、
昭
和
四
十
七
年
六
月
十
二
日
の
参
議
院

商
工
委
員
会
に
お
い
て
、
参
議
院
議
員
竹
田
四
郎
氏
の
質
問
（
以
下
「
竹
田
質
問
」
と
い
う
。
）
に
答
え
て
、
空

港
公
団
総
裁
今
井
榮
文
氏
は
、
場
内
並
び
に
成
田
の
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
で
に
管
の
埋
設
を
終
わ
り

ま
し
て
、
東
関
東
自
動
車
道
沿
い
に
つ
い
て
、
一
部
埋
設
工
事
に
入
つ
て
お
り
ま
す
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を

附
記
し
て
お
く
。 

六 

 



 

三 
土
井
質
問
に
対
し
て
、
空
港
公
団
理
事
池
田
迪
弘
氏
は
、
本
件
に
関
し
、
消
防
法
に
よ
る
設
置
許
可
の
申
請

は
な
さ
れ
て
い
な
い
旨
の
答
え
を
な
し
、
同
じ
く
土
井
質
問
に
対
し
て
、
運
輸
省
航
空
局
飛
行
場
部
新
東
京
国
際

空
港
課
長
松
木
洋
三
氏
は
、
空
港
公
団
法
第
二
十
四
条
の
定
め
る
業
務
方
法
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
給
油
施
設

の
建
設
及
び
管
理
規
程
を
定
め
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
建
設
を
し
て
き
た
旨
の
答
え
を
な
し
、

消
防
法
に
よ
る
設
置
許
可
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
を
い
わ
ば
追
認
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
空
港
公
団
法
第
二
十

四
条
に
い
う
業
務
方
法
書
に
係
る
諸
規
定
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。 

(3) 

規
程
第
八
号
と
し
て
、
昭
和
四
十
六
年
十
二
月
一
日
付
け
で
空
港
公
団
総
裁
今
井
榮
文
名
で
出
さ
れ
た
空 

(2) 

か
か
る
認
可
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
い
つ
、
い
か
な
る
形
で
行
わ
れ
た
か
。 

(1) 

空
港
公
団
法
第
二
十
四
条
で
定
め
る
業
務
方
法
書
の
認
可
の
申
請
は
、
い
つ
、
い
か
な
る
形
で
運
輸
大
臣

に
な
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
変
更
申
請
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
い
つ
、
い
か
な
る
形
で
か
。
そ
の
す
べ
て
を
列

挙
さ
れ
た
い
。 
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(7) 

と
こ
ろ
で
、
空
港
公
団
航
空
機
給
油
施
設
の
建
設
及
び
管
理
規
程
（
以
下
「
建
管
規
程
」
と
い
う
。
）
の
第
二

条
に
よ
れ
ば
、
給
油
施
設
の
建
設
及
び
管
理
に
つ
い
て
は
、
航
空
法
、
消
防
法
、
道
路
法
、
そ
の
他
の
法
令 

(6) 

竹
田
質
問
に
対
し
て
、
空
港
公
団
総
裁
今
井
榮
文
氏
は
、
形
式
的
に
は
、
ま
だ
ご
認
可
の
書
類
は
い
た
だ

い
て
お
り
ま
せ
ん
と
述
べ
て
い
る
。
運
輸
省
か
ら
空
港
公
団
へ
、
か
か
る
書
類
の
物
理
的
な
輸
送
に
要
す
る

時
間
は
ど
れ
ほ
ど
か
。 

(5) 

か
か
る
承
認
は
、
い
つ
、
い
か
な
る
形
で
な
さ
れ
た
か
。 

(4) 
か
か
る
業
務
方
法
書
の
第
六
条
第
三
項
に
よ
れ
ば
、
運
輸
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
基
準
に
従
つ
て
、
航
空

機
給
油
施
設
の
建
設
及
び
管
理
を
行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
か
か
る
基
準
（
空
港
公
団
航
空
機

給
油
施
設
の
建
設
及
び
管
理
規
程
）
の
承
認
申
請
は
、
い
つ
、
い
か
な
る
形
で
、
運
輸
大
臣
に
対
し
て
行
わ

れ
た
か
。 

港
公
団
業
務
方
法
書
が
、
か
か
る
業
務
方
法
書
で
あ
る
と
し
て
よ
い
か
。 
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四 

消
防
法
の
適
用
に
関
し
て
質
問
す
る
。 

(9) 

建
管
規
程
で
は
、
第
二
章
で
建
設
に
つ
い
て
、
第
三
章
で
保
安
管
理
に
つ
い
て
の
基
準
を
与
え
る
だ
け 

で
、
第
一
章
総
則
第
二
条
で
言
及
さ
れ
る
航
空
法
及
び
消
防
法
を
の
ぞ
け
ば
、
完
成
検
査
に
つ
い
て
の
規
定

は
な
い
。
航
空
法
に
は
、
飛
行
場
及
び
航
空
保
安
施
設
に
つ
い
て
の
完
成
検
査
の
規
定
を
定
め
て
あ
る
が
、

給
油
施
設
に
つ
い
て
の
完
成
検
査
の
規
定
は
な
い
。
一
体
、
完
成
検
査
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
た
の
か
。
誰
れ
が
、
ど
の
よ
う
な
法
的
根
拠
に
基
づ
い
て
行
う
の
か
。 

(8) 

空
港
公
団
業
務
方
法
書
で
は
、
航
空
機
給
油
施
設
の
建
設
及
び
管
理
の
基
準
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
る

が
、
完
成
検
査
に
つ
い
て
は
一
言
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
完
成
検
査
は
、
さ
き
の
建
管
規
程
の
中
で
処
置

さ
れ
る
と
し
て
よ
い
の
か
。 

に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
定
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
あ
る
。
池
田
迪
弘
氏
と
か
、
松
木
洋
三
氏

と
か
は
、
か
か
る
規
程
が
消
防
法
を
援
用
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
と
し
て
よ
い
か
。 九 

 



 

(4) 

消
防
組
織
法
第
十
九
条
に
よ
れ
ば
、
消
防
庁
は
、
本
件
許
可
に
か
か
わ
る
事
態
に
直
接
責
任
を
有
し
て
い 

(3) 

成
田
市
、
酒
々
井
町
、
佐
倉
市
、
四
街
道
町
、
千
葉
市
及
び
千
葉
県
か
ら
、
か
か
る
許
可
の
必
要
性
そ
の

他
に
つ
い
て
の
公
文
書
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
が
、
消
防
庁
に
対
し
て
な
さ
れ
た
か
。
そ
れ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

い
つ
、
い
か
な
る
形
で
か
。
そ
の
内
容
は
何
か
。 

(2) 

空
港
公
団
は
、
関
係
す
る
地
方
自
治
体
に
対
し
、
本
件
に
つ
い
て
消
防
法
に
よ
る
設
置
許
可
の
必
要
性
そ
の

他
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
を
し
た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
の
日
時
（
年
月
日
）
と

形
式
及
び
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
消
防
法
第
十
一
条
に
よ
る
設
置
許
可
が
必
要
で
あ
る
と
す

れ
ば
、
本
件
の
場
合
、
富
里
村
に
つ
い
て
千
葉
県
知
事
の
許
可
に
な
る
ほ
か
は
当
該
の
市
長
及
び
町
長
の
許

可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。 

(1) 
千
葉
港
頭
施
設
及
び
場
内
施
設
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
に
よ
る
設
置
許
可
を
受
け
た
の
か
。
受
け
た
と
す

れ
ば
、
各
々
の
許
可
申
請
及
び
許
可
の
日
時
（
年
月
日
）
と
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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(8) 

土
井
質
問
に
答
え
て
消
防
庁
予
防
課
長
永
瀬
章
氏
は
、
消
防
庁
の
見
解
と
し
て
は
、
本
件
に
つ
い
て
、
消

防
法
の
適
用
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
消
防
法
の
解
釈
に
つ
い
て
消
防
庁
よ
り
優
先
す
る
省
庁
は
ど
こ
か
、 

(7) 

竹
田
質
問
に
答
え
て
、
空
港
公
団
総
裁
今
井
榮
文
氏
は
、
設
計
あ
る
い
は
施
行
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て 

は
、
運
輸
省
、
建
設
省
、
消
防
庁
と
十
分
な
お
打
ち
合
わ
せ
を
し
た
上
で
う
ん
ぬ
ん
と
述
べ
て
い
る
。
か
か

る
打
ち
合
わ
せ
は
、
技
術
基
準
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
か
。
法
律
上
の
手
続
き
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
の
か
。
そ

の
打
ち
合
わ
せ
の
日
時
（
年
月
日
）
及
び
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(6) 

消
防
庁
は
、
本
件
許
可
に
関
し
関
係
す
る
自
治
体
か
ら
の
照
会
の
存
否
に
か
か
わ
ら
ず
、
助
言
、
勧
告
、

指
導
を
行
つ
た
か
。
時
期
と
内
容
、
対
応
す
る
自
治
体
名
と
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(5) 
消
防
庁
が
、
本
件
の
工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
法
的
に
公
式
に
知
つ
た
の
は
い
つ
か
。
ま 

た
、
い
か
な
る
方
法
に
よ
つ
て
か
。 

な
い
と
し
て
よ
い
か
。 
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五 

事
業
法
と
消
防
法
の
適
用
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

(2) 

空
港
公
団
は
い
わ
ゆ
る
「
暫
定
」
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
設
置
に
当
た
り
、
危
険
一
般
取
扱
所
と
し
て
消
防
法
に

基
づ
く
設
置
許
可
を
昭
和
四
十
八
年
五
月
二
十
六
日
に
成
田
市
長
長
谷
川
録
太
郎
氏
よ
り
受
け
て
い
る
。
か

か
る
許
可
を
受
け
た
時
点
に
お
い
て
、
消
防
法
、
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
及
び
同
規
則
の
う
ち
本
件 

(1) 

事
業
法
第
四
十
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
消
防
法
第
三
章
の
規
定
は
、
事
業
用
施
設
に
よ
る
石
油
輸
送
に
つ

い
て
は
適
用
し
な
い
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
、
事
業
法
が
対
象
と
す
る
よ
う
な
施
設
で
あ
つ
て
も
、

事
業
法
の
施
行
以
前
に
は
消
防
法
の
対
象
に
な
る
の
が
当
然
で
は
な
い
か
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
ゆ
え
に

対
象
と
な
ら
な
い
と
す
る
の
か
。 

(9) 
本
件
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
体
等
に
よ
り
、
道
路
法
、
河
川
法
等
の
許
可
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に

は
完
成
検
査
が
な
い
。
こ
れ
ら
の
許
可
を
受
け
た
の
は
建
管
規
程
の
第
二
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
な
の

か
。
許
可
を
必
要
と
し
た
法
的
理
由
は
何
か
。 

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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(6) 

空
港
公
団
法
の
規
定
と
事
業
法
と
の
規
定
で
は
ど
ち
ら
が
優
先
す
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。 

(5) 

「
暫
定
」
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
な
ぜ
消
防
法
の
許
可
を
受
け
た
の
か
。
空
港
公
団
法
第
二
十
四
条
の
業
務
方

法
書
に
基
づ
く
諸
規
定
に
だ
け
従
つ
て
設
置
し
て
い
て
は
い
け
な
い
と
す
る
理
由
（
法
的
根
拠
）
は
何
か
。 

(4) 

空
港
公
団
法
は
、
い
か
な
る
法
的
根
拠
に
よ
り
消
防
法
を
適
用
除
外
す
る
こ
と
と
し
た
の
か
。
特
別
法
と

一
般
法
の
関
係
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
法
的
根
拠
も
併
せ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(3) 

「
暫
定
」
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
設
置
許
可
に
つ
い
て
、
消
防
庁
は
成
田
市
長
よ
り
照
会
を
受
け
た
か
。
そ
れ

は
、
い
つ
、
い
か
な
る
形
で
な
さ
れ
た
か
。
ま
た
、
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応
が
、
い
つ
、
い
か
な

る
形
で
な
さ
れ
た
か
。 

に
関
係
す
る
部
分
に
つ
い
て
、
事
業
法
が
施
行
さ
れ
る
以
前
で
、
本
件
工
事
が
着
手
さ
れ
た
と
き
の
も
の
と

く
ら
べ
て
改
正
さ
れ
た
点
が
あ
れ
ば
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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六 
事
業
法
施
行
以
前
に
行
わ
れ
た
本
件
の
工
事
が
、
消
防
法
第
十
条
及
び
第
十
一
条
に
違
反
し
な
い
と
す
る
な

ら
ば
関
係
す
る
一
切
の
法
令
を
引
用
し
て
、
可
及
的
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
た
い
。 

七 

事
業
法
施
行
以
前
に
行
わ
れ
た
本
件
工
事
が
消
防
法
第
十
条
及
び
第
十
一
条
に
違
反
し
て
い
る
と
し
た
場
合

に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

(3) 

刑
事
訴
訟
法
第
二
百
三
十
九
条
第
二
項
に
よ
れ
ば
、
官
吏
又
は
公
吏
は
、
そ
の
職
務
を
行
う
こ
と
に
よ
り
犯

罪
が
あ
る
と
思
料
す
る
と
き
は
、
告
発
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
あ
る
。
本
件
に
関
与
す
る
者
は
、
空
港

公
団
及
び
関
係
す
る
地
方
自
治
体
で
あ
つ
て
、
消
防
組
織
法
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
消
防
庁
は
直
接
の 

(2) 

か
か
る
違
法
行
為
に
対
し
て
消
防
法
第
四
十
二
条
は
罰
則
を
用
意
し
て
い
る
が
、
か
か
る
犯
罪
が
時
効
と

な
る
期
限
は
い
つ
か
。
そ
れ
は
い
か
な
る
根
拠
に
よ
る
か
。 

(1) 

空
港
公
団
総
裁
が
違
法
行
為
を
犯
し
た
こ
と
に
な
る
の
か
。
そ
の
他
誰
れ
が
違
法
行
為
を
犯
し
た
こ
と
に

な
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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一
五 

当
事
者
と
は
な
り
得
な
い
の
で
、
空
港
公
団
を
監
督
す
る
立
場
に
あ
る
航
空
官
僚
が
告
発
人
と
な
る
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

(4) 

関
係
す
る
航
空
官
僚
も
、
航
空
局
長
、
飛
行
場
部
長
及
び
新
東
京
国
際
空
港
課
長
と
あ
る
が
、
航
空
局
長

が
本
件
に
か
か
わ
る
犯
罪
の
告
発
人
と
な
る
こ
と
が
最
適
と
思
料
す
る
が
ど
う
か
。 

(5) 

い
つ
ま
で
に
告
発
さ
せ
る
つ
も
り
か
。
そ
の
理
由
は
何
か
。 

八 

空
港
公
団
に
、
新
東
京
国
際
空
港
を
適
法
に
設
置
す
る
能
力
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
可
及
的
詳
細
に
そ
の

理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


